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その他 金政運用部 3.579.913 

財小政再建計債
ユ8.305.850

愛向資媛組金県合連信運用合用会農業部協
6.936.441 

11.523.981 

小 計 18.460.422 
メロ入 計 116.810.335 

事業会計国上民水健道康事保業険 建支払設資資金金
公室営企金業運生金融用公省部庫

307.255 
38.660.787 

11 2.0:JO.000 

総小 計計
40.968.042 

157・278.377

は

~"'/、

と

ま

支出状況調書

科 自 当初予算額 追加更生後予算額 回支4目上目出至9~額30日
7.381.9vO 7.381.900 3. 32l. 659 

36.026.5O:J 36.526.500 14.529.569 
5.54l.200 5.54l.200 549.837 
13.537.600 14.469.100 4.05l.3ぅ7
64.395.000 64.962.600 12.664.924 
50.325.100 50.325.100 26.654.43 L 
6.60~.400 6.604.400 2.997‘855 

15.988.800 ユ8.948・900 4・868.86
10.023.50:) 10.023.500 513.382 

621.100 621.100 343.263 
1.659.000 1. 720.800 ユ.063・8θ

27.556.000 27.556.000 14.379.80ヨ
9.582.200 9.582.200 2.878.7"6 
857.700 857.700 

250.100.000 255.121.000 I 88.8l7.508 
一一一一一一一一一

債ハ.
ムA、2 

lま

十

一--..;，....色
イプ

月

蓄

;田
ド恒

;夫

昭和43年9月30日現在

会 計 jjJj 予 算額 牧入額|支酬額
自4目i日至現30日 自4目i日至明30日

国所上公養土国母民民特益水老子木健健別合質福康道康会院賞尾保祉保計特特特険険特特特班別別別別別別営計会会会会会会診療計 51. 118.OW 

14.583.013 22.j_77.415 

19.483.0∞ 3.453.9ご8 9.646.903 

計計 23.910.000 2.123.240 14.733.124 
2・7月3.000 556.88つ 1.342.86l 

言!! 2.81り.700 1.189.588 1.102.582 
計計 390.000 223.500 156.000 

3.100.000 1.255.000 。
103.59i. 700 23.385.129 49.158.885 

牧入支出状況調2特別会計日
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誌館建ET当時2R諒開諸説 t~言動車制 l..~"""_' ... .b ̂ ~ LIl ~除、|さ民放詩的財君 J奇逼犬
係。増円六は化通し四事現忠村田とち室竣 I#1醐匙君事4昔才宮1.，. _--t:.冒私ん盟諸 D~~臣官レ..../.事選挙!が建負送階象数ま終和関れ中鉄築八

532;5111iiii:由民tlld結語督。継首「官匂ゆf.......吃JI~日T1552i213日型
待来実る円人ののすの支い起事するて不一 l 、._，. 一、4 l九表九員邸付二の業年に事建階は T
が年現計が余で畑る中前て工(す ο歓 自 足 O者月室二)、?の八対者築建じ定歩

22加盟せ吟i同士詰竜む き時差望号宵斗碍RE宣言t要警おき2五2- ②手堅t雪存立青空手時五幸吉喜男12事のま士
ら月と、後現。ばで十肱な去改 新忍の三は も が 室 家 十 、 十 ) 、 イ 中 師 、 の 工 行 較 は 築 方 も 若 ー は っとわ十で清五が 筋 〈 。 を 十 猛 心 が 停 る 校
れ十すーは在関ら、四川わる良 学ん落月帽の設、庭六木方新(岡の甫校事わ裏十工若同宮日来つ工 れ日落古 H完教コう う-t..:起とは容 v 、

R232て22k言史Z21塁 壁ご宅E2ZE君霊童望号ゑ菌室言器台民間早雪写時分字三宮古有望叫TTT雲冷 2円君主i廿

る予のに二問地田六反の。十長 迎た、日十るら室 の 階 請 五 武 代 に 元 建o0 現五起被に校定月。進在式九南われ十リ庫 事大結関つ
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